別記第３号様式（第２条第３項第４号）

森林調書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№　　　　
	番号
	森林の所在場所
	土地利用計画内訳（ｈａ）
	Ａ１＋Ａ２＋Ａ３＋Ａ４＋Ａ５
計

	
	市町村
	大字
	字
	地番
	Ａ１
残置森林(15年生超)
	Ａ２
残置森林(15年生以下)
	Ａ３
造成森林
	Ａ４
造成緑地
	Ａ５
その他の土地利用
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	番号
	Ａ１　残置森林（15年生超）
	Ａ２　残置森林（15年生以下）
	Ａ３＋Ａ４＋Ａ５　伐採
	Ａ３　造成森林
	Ａ４
造成緑地

	
	林種
	樹種名
	樹高
	本数
	林種
	樹種名
	樹高
	本数
	林種
	伐採方法
	樹種名
	樹高
	本数
	樹種名
	樹高
	本数
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注
１　残置森林は、Ａ１欄（15年生を超える森林）とＡ２欄（15年生以下の若齢林の森林）に区分して記載すること。ただし、残置森林率の基準の適用を受けない開発行為の目的の場合にあっては区分を要しないこととし、Ａ１欄に総面積を記載すること。
２　事業区域について、①工区による区分、②団地による区分（1箇所当たりの開発面積は、レジャー施設の場合にあっては5ha以下、工場、事業場及び住宅団地の場合は20ha以下とする。）、③複合開発による目的別の区分（適用基準の異なる開発行為の目的別の区域）をして、計画する場合は、事業区域全体の森林調書並びにその内訳として各工区、各団地及び各目的別の森林調書を作成すること。
３　一時転用の場合は、当該事業の実施に係る計画及び事業の終了後に係る計画に関して、それぞれの計画ごとに作成すること。
